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彩
画
鏡
の
変
遷
と
そ
の
意
義

宮

本

夫

は
じ
め
に

か
つ
て
戦
国
鏡
の
分
類
と
編
年
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
戦
国
鏡
の
鏡
式
の
一
つ
で
あ
る
透
彫
二
重
体
鏡
や
彩

画
鏡
に
つ
い
て
十
分
に
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
ど
ち
ら
も
数
量
が
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
と
と
も
に
、
複
雑
な
文
様
構
成
か
ら
そ

の
編
年
的
な
位
置
づ
け
が
難
し
い
こ
と
に
よ
る
。
近
年
で
は
年
代
の
分
か
る
出
土
資
料
が
増
加
し
、
透
彫
二
重
体
鏡
に
つ
い
て
は
唐

川
守
に
よ
る
詳
細
な
編
年
案
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
彩
画
鏡
に
つ
い
て
は
そ
の
体
系
的
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が

実
状
で
あ
る
。
し
か
も
彩
画
鏡
は
前
漢
ま
で
そ
の
系
譜
が
続
き
、
戦
国
式
鏡
か
ら
漢
式
鏡
が
生
ま
れ
る
時
期
の
作
鏡
体
系
を
明
確
に

物
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
前
漢
の
彩
画
鏡
は
福
岡
県
前
原
市
三
雲
南
小
路
一
号
窪
棺
か
ら
も
出
土
し
て
お
り
、
我
が
国
に
も
た
ら

さ
れ
た
中
国
鏡
の
中
で
は
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
鏡
が
い
か
な
る
経
緯
で
伊
都
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
、
戦
国
鏡
に
お
げ
る
彩
画
鏡
の
位
置
づ
け
を
試
み
、
彩
画
鏡
の
変
選
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
さ
ら
に
は
前
漢
に
お
け
る
彩
画

鏡
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
ひ
い
て
は
三
雲
南
小
路
一
号
窒
棺
出
土
彩
画
鏡
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

彩
画
鏡
の
変
選
と
そ
の
意
義

一
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彩
画
鏡
の
集
成

墓
葬
名

江
陵
九
店
234
号
墓

黒
川
美
術
館
蔵

望
山
1
号
墓

京
都
国
立
博
物
館
蔵

江
陵
九
店
571
号
墓

望
山
2
号
墓

信
陽
長
台
関
1
号
墓

信
陽
長
台
関
I
号
墓

信
陽
長
台
関
2
号
墓

江
陵
九
店
514
号
墓

望
山
4
号
墓

信
陽
長
台
関
2
号
墓

包
山
1
号
墓

江
陵
九
店
77
号
墓

白
鶴
美
術
館
蔵

白
鶴
美
術
館
蔵

村
上
英
二
氏
蔵

伝
洛
陽
金
村
出
土

ギ
メ
一
美
術
館
蔵

ノ
、
ー
バ
ー
ド
美
術
館
蔵

南
越
王
墓
西
耳
室

白
鶴
美
術
館
蔵

東
京
国
立
博
物
館
蔵

三
雲
南
小
路
1
号
饗
棺

西
安
市
紅
廟
坂

南
越
王
墓
西
耳
室

南
越
王
墓
西
耳
室

南
越
王
墓
東
側
室

雲
南
省
晋
寧
石
案
仙
3
号
墓

明
治
大
学
考
古
判
事
物
館
蔵

出
光
美
術
館
蔵

（
＊
は
縁
高
を
示
す
）
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年
代

戦
国
中
期
後
半

前
4
世
紀
第
3
四
半
期

戦
国
中
期
後
半

戦
国
中
期
後
半

戦
国
中
期
中
葉

戦
闘
中
期
中
葉

戦
国
中
期
中
葉

戦
国
後
期
前
半

戦
国
中
期
後
半

戦
国
中
期
中
葉

前
4
世
紀
第
4
四
半
期

戦
国
後
期
前
半

前
漢
前
半

前
漢
前
半

前
漢
前
半

前
漢
前
半

考一鏡鏡鏡鏡欠片

備一方方方方残破3
単
位
文
様

4
単
位
文
様

;It孤
競
須
競

漆
地
に
白
、
黒
、
茶
、
赤
、
燈
色

褐
漆
地
に
赤
、
白
彩

草
地
に
外
区
は
永
内
区
Ii黄緑で地

色
を
量
り
、
永
茶
、
白
、
具
、
緑
、
黄

緑で彩色
白
色
、
青
緑
色

内
区
文
様

彩
色

黒
漆
地
に
朱

黒
漆
上
に
紅
漆
彩

灰
黒
色
赤
、
黒
、
銀

朱黒
漆
地
に
黄

褐
漆
地
に
黒
漆
彩

朱
漆
上
に
黒
、
銀
灰
、
黄

赤
、
黄
、
金

黒
漆
地
に
朱
、
黄

赤
、
黄

青
、
緑
、
赤

雲
気
文
鳳
身
文
雲
気
文

雲
気
文

雲
気
文
不
明
不
明
不
明

外
圏
文
様

巻
雲
文文文 雪宮室冒

巻巻

主
文
様

方
格
文

渦
文
幾
何
学
文

鳳
身
文
不
明
不
明
対
象
雲
文

対
象
雲
文

対
象
雲
文

圏
雲
文
円
圏
文
、
固
形
文

3
鳳
風
文

鳳
恩
文
、
龍
文

鳳
風
文
、
龍
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対
象
鳳
恩
文
？

3
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恩
文
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鳳
風
、
龍
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人
物
像

人
物
像
四
葉
巻
雲
文
式
花
弁

鳳
身
文

人
物
像

不
明
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物
像

人
物
像

不
明
人
物
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飛
天
人
物
像
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と
ご
く
数
が
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
美
術
館
所
蔵
品
に
は
贋
物
の
可
能
性
の
高
い
も
の
も
あ
り
、
実
際
に
資
料
と
し
て
扱
え
る
も

の
は
さ
ら
に
数
が
限
ら
れ
て
く
る
。
さ
て
彩
画
鏡
と
は
鏡
背
に
彩
色
を
施
し
て
文
様
が
描
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
戦
国
鏡
に
お
い
て

特
異
な
鏡
式
で
あ
る
。
文
様
部
分
は
彩
色
さ
れ
て
い
る
た
め
、
保
存
状
態
が
悪
け
れ
ば
剥
落
し
現
在
に
残
ら
な
い
。
あ
る
い
は
剥
落

に
よ
っ
て
文
様
が
残
り
に
く
い
と
言
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
素
文
鏡
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
も
本
来
彩

画
が
施
さ
れ
て
い
た
も
の
が
存
在
す
る
可
能
性
も
高
い
し
、
あ
る
い
は
彩
色
が
施
さ
れ
た
痕
跡
は
確
認
で
き
て
も
文
様
構
成
が
よ
く

わ
か
ら
な
い
も
の
も
存
在
す
る
。
彩
画
鏡
を
分
類
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
彩
画
部
分
の
文
様
構
成
か
ら
分
類
を
行
う
よ
り
も
、
ま
ず

鏡
の
断
面
形
を
含
め
た
鏡
本
体
の
形
態
か
ら
分
類
す
る
方
が
効
果
的
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
鏡
の
形
態
に
よ
る
分
類
は
、
戦
国
式
鏡

に
お
け
る
作
鏡
の
系
譜
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
有
効
で
あ
り
、
戦
国
式
鏡
全
体
の
中
で
の
彩
画
鏡
の
位
置
づ
け
が
可
能
で
あ
る
。

彩
画
鏡
の
形
態
か
ら
の
分
類
は
大
き
く
四
型
式
に
分
か
れ
る
。
小
型
で
平
面
形
が
方
形
を
な
す
方
鏡
で
あ
る

A
式。

A
式
は
縁
が

七
面
を
形
成
し
な
い
平
板
な
青
銅
板
か
ら
な
っ
て
い
る
。

A
式
以
外
は
す
べ
て
平
面
円
形
を
な
す
円
鏡
で
あ
る
。

B
式
は

A
式
同
様

縁
に
七
面
を
も
た
な
い
平
板
な
円
形
の
青
銅
板
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る
。

C
式
は
縁
が

ι面
を
な
す
タ
イ
プ
の
鏡
で
あ
る
。

C
式
は

七
面
の
形
態
あ
る
い
は
圏
帯
の
配
置
状
態
に
よ
り
さ
ら
に
細
分
が
可
能
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
三
型
式
に
細
分
で
き
よ
う
。
こ
の
細

分
案
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
。

D
式
は
平
縁
で
周
縁
が
連
弧
形
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
型
式
を
具
体
的
な

事
例
か
ら
眺
め
て
行
き
た
い
。

，，．旬、

一、』J

A
式
鏡

湖
北
省
江
陵
望
山
一
号
墓
、
湖
北
省
江
陵
九
店
二
三
四
号
墓
、
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
、
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
に
認
め
ら
れ
る

（図
1
）
。
望
山
一
号
墓
鏡
は
黒
漆
を
地
に
施
し
た
上
に
紅
漆
で
幾
何
学
文
が
描
か
れ
て
い
る
。
江
陵
九
店
二
三
四
号
墓
の

A
式
鏡
は
、

黒
漆
地
に
朱
彩
に
よ
る
方
格
文
が
描
か
れ
て
い
る
。
黒
川
古
文
化
研
究
所
蔵
鏡
は
朱
で
葉
形
や
渦
文
の
輪
郭
を
描
き
、
そ
の
中
を
青

彩
画
鏡
の
変
遷
と
そ
の
意
義
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意
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黒川古文化研究所蔵鏡2 江陵九店234号墓（縮尺 1/2)1 

一
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彩
画
鏡
の
変
遷
と
そ
の
意
義

色
で
充
填
し
た
幾
何
学
文
を
な
す
。
と
も
に
幾
何
学
的
な
文
様
構
成
が
な
さ
れ
る
。
以
上

の
幾
何
学
文
様
か
ら
な
る
も
の
を
A
1
式
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
京
都
国
立
博
物
館
所

包山2号墓出土透彫二重体鏡

蔵
の
も
の
は
相
対
す
る
鳳
身
が
紐
を
挟
ん
で
対
称
に
配
置
さ
れ
、
周
縁
に
は
巻
雲
文
が
描

か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
鏡
体
そ
の
も
の
は
白
銅
質
を
呈
し
て
い
る
が
、
鏡
背
は
ま
ず
茶
褐

色
の
漆
地
に
文
様
が
描
か
れ
る
。
鳳
身
は
朱
で
輪
郭
線
が
描
か
れ
、
内
部
を
黄
色
で
埋
め

て
い
る
。
こ
う
し
た
具
象
文
様
が
描
か
れ
る
も
の
を
A
2
式
と
す
る
。
こ
の
京
都
博
物
館

蔵
鏡
に
き
わ
め
て
類
似
し
た
文
様
構
成
が
、
湖
北
省
刑
門
市
包
山
二
号
墓
の
透
彫
二
重
体

鏡
（
図
2
）
に
認
め
ら
れ
封
。
周
縁
の
巻
雲
文
も
よ
く
類
似
し
て
い
る
が
、
京
都
国
立
博

物
館
蔵
鏡
の
方
が
よ
り
簡
略
化
し
た
感
じ
が
す
る
。

2
｝

B
式
鏡

図2

河
南
省
信
陽
長
台
関
一
・
二
号
表
、
湖
北
省
刑
門
市
包
山
1
号
軒
、
湖
北
省
江
陵
望
山

四
号
甚
、
湖
北
省
江
陵
九
店
七
七

・
五
一
四
・
五
七

一
号
表
出
土
鏡
や
白
鶴
美
術
館
船
あ

る
い
は
村
上
英
二
氏
艇
に
認
め
ら
れ
る
。

ι面
の
縁
を
も
た
な
い
平
板
な
銅
板
か
ら
成
り
、

橋
状
把
手
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
主
文
様
の
文
様
構
成
か
ら
大
き
く
二
種
類
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
雲
文
な
ど
の
抽
象
的
文
様
が
対
照
的
に
配
置
し
て
描
か
れ
る
も
の
と
、
鳳

恩
文
や
龍
文
か
ら
成
る
具
象
的
な
文
様
構
成
が
描
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
を
B
I
式、

後
者
を
B
2
式
と
す
る
。

B
1
式
（
図
3
J
は
、
長
台
関
一
号
墓
（
一
ー
ー
六
九

一
ー
一
二
九
）
、
長
台
関
二
号
墓

一
六
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一
六
四

信陽長台関 1号墓（1129) 

彩画鏡B1式

4 信陽長台関1号墓（1-69)
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（
二
｜
二
一
九
｜
一
一
）
や
望
山
四
号
墓
出
土
鏡
が
相
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
面
径
は
九
・
八

1
十
四

c
m
と
B
式
の
中
で
は
比
較
的
小

型
で
あ
る
。

は
、
鳳
鳳
文
が
絡
み
合
い
な
が
ら
三
つ
配
置
さ
れ
る
長
台
関
二
号
墓
鏡
（
二
｜
二
一
九
｜
こ
と
、
鳳
嵐
文
と

龍
文
か
ら
成
る
も
の
に
大
き
く
分
か
れ
よ
う
。
後
者
の
場
合
は
、
包
山
一
号
墓
鏡
は
紐
に
対
し
て
点
対
称
の
二
つ
の
鳳
風
文
と
点
対

称
の
二
つ
の
龍
文
か
ら
な
る
。
さ
ら
に
周
縁
に
巻
雲
文
が
描
か
れ
て
い
る
。
江
陵
九
店
七
七
号
墓
鏡
は
、
文
様
そ
の
も
の
の
具
象
性

が
包
山
一
号
墓
鏡
に
比
べ
簡
略
化
し
て
お
り
、
輪
郭
線
を
主
体
に
描
か
れ
て
い
る
。
文
様
構
成
は
鏡
の
中
心
に
鳳
風
文
が
描
か
れ
、

点
対
称
的
に
二
つ
の
龍
文
が
描
か
れ
て
い
る
。
周
縁
の
巻
雲
文
は
包
山
一
号
墓
鏡
の
そ
れ
に
比
べ
さ
ら
に
簡
略
化
し
た
文
様
構
成
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
文
様
構
成
的
に
言
え
ば
、
包
山
一
号
墓
鏡
か
ら
江
陵
九
店
七
七
号
墓
鏡
へ
と
変
化
し
た
も
の
と
想
定
で
き
る
。

さ
て
こ
う
し
た
B
2
式
鏡
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
白
鶴
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
図
5
）
が
、
残
念
な
こ
と
に
文
様

の
剥
落
が
著
し
く
文
様
構
成
の
把
握
が
難
し
い
。
断
片
的
に
確
認
で
き
る
文
様
か
ら
復
元
的
に
推
測
す
る
な
ら
ば
以
下
の
よ
う
に
な

ろ
う
。
白
鶴
美
術
館
一
号
彩
画
鏡
は
点
対
称
の
鳳
嵐
文
と
周
縁
に
巻
雲
文
が
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
包
山
一
号
墓
鏡
に
類
似

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
龍
文
が
存
在
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
面
径
は
包
山
一
号
墓
鏡
よ
り
や
や
大
き
い
と
こ
ろ
か

ら
い
え
ば
、
こ
れ
と
同
様
の
文
様
構
成
か
ら
な
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
白
鶴
美
術
館
二
号
彩
画
鏡
は
三
単
位
文
様
か
ら
な
り
、

鳳
恩
文
の
尻
尾
に
相
当
す
る
部
分
が
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
長
台
関
二
号
墓
鏡
に
類
似
し
た
三
鳳
風
文
鏡
で
あ
る
可
能
性
が
想

定
で
き
る
。
な
お
白
鶴
美
術
館
一
・
二
号
鏡
は
と
も
に
白
銅
質
を
呈
し
て
い
る
。

B
2
式
（
図
4
）

（

3
）
 

C
式
鏡

C
式
鏡
は
戦
国
式
鏡
の
特
徴
を
示
す
七
面
を
縁
形
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
嘗
て
戦
国
鏡
の
編
年
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の

際
の
縁
の
断
面
形
で
定
義
し
た
縁
D
類
が
こ
れ
に
該
当
し
て
い
る
。
し
か
し
一
般
的
な
縁
D
類
に
比
べ
周
縁
の
幅
が
広
く
縁
の
高
さ

彩
画
鏡
の
変
遷
と
そ
の
意
義

一
六
五
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彩
画
鏡
の
変
遷
と
そ
の
意
義

一
六
八

が
突
出
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
的
な
縁
D
類
を
縁
D
1
類
と
し
た
場
合
、
こ
の
縁
が
突
出
し
た
も
の
を
縁
D
2
類
と
区
分
で
き
る
。

C
式
鏡
は
縁
D
2
類
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

C
式
鏡
は
圏
帯
の
有
無
ゃ
あ
る
い
は
そ
の
圏
帯
が
一
重
あ
る
い
は
二
重
に
巡
る

か
に
よ
り
、
三
型
式
に
細
分
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

C
1
式
は
圏
帯
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
り
、
伝
洛
陽
金
村
出
土
と
さ
れ
る
九
弧
文
彩
画
鏡
一
面
の
み
で
あ
る
（
図
6
｜

1
）
。
梅
原

末
治
に
よ
れ
ば
彩
色
が
施
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
文
様
構
成
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
ガ
ラ
ス
の
象
巌

も
施
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

C

2
式
は
一
重
の
圏
帯
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
ギ
メ
l
美
術
館
蔵
鏡
が
相
当
す
る
（
図
6
1
2
）
。
こ
の
文
様
構
成
は
人
物
像
が
題

材
と
な
っ
て
い
る
。
四
面
の
人
物
像
あ
る
い
は
騎
馬
人
物
像
が
紐
方
向
に
求
心
的
に
配
置
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
物
像

は
C

2
式
や
C

3
式
あ
る
い
は
D
式
に
共
通
し
た
文
様
図
柄
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
C

2
式
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
巴
・
国
・

。sg
B氏
収
艇
の
も
の
が
あ
る
が
、
明
確
な
文
様
構
成
が
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
と
す
る
。

C

3
式
（
図
7
・8
）
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
働
、
南
越
王
墓
西
耳
室
出
土
鋭
（
C
一
二
三
）
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
鏡
（
旧

守
屋
氏
蔵
鋭
）
、
白
鶴
美
術
館
蔵
三
号
鏡
に
認
め
ら
れ
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
鏡
は
、
縁
と
紐
座
の
聞
を
圏
帯
に
よ
っ
て
区

切
ら
れ
、
外
区
と
内
区
に
彩
画
が
施
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
鏡
は
す
べ
て
圏
帯
が
二
重
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
圏
帯
に
よ
っ
て
区
切
ら

れ
た
外
区
と
内
区
に
そ
れ
ぞ
れ
彩
色
文
様
が
描
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
縁
D
2
類
で
あ
り
な
が
ら
、
圏
帯
を
挟
ん
で
内

区
と
外
区
に
文
様
帯
を
分
け
る
彩
画
鏡
を
C

3
式
と
す
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
鏡
と
東
京
国
立
博
物
館
蔵
鏡
は
、
共
に
外

区
の
主
文
様
に
人
物
像
を
、
内
区
に
雲
気
文
を
描
く
も
の
で
あ
る
。
南
越
王
墓
西
耳
室
出
土
C
一
二
三
鏡
は
、
外
区
文
様
が
四
葉
巻

雲
文
式
花
弁
文
と
特
異
で
あ
り
、
内
区
は
雲
気
文
が
描
か
れ
る
。
白
鶴
美
術
館
蔵
三
号
鏡
は
実
際
に
は
圏
帯
が
二
重
に
鋳
出
さ
れ
て

い
な
い
平
板
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
代
わ
り
に
圏
帯
部
分
を
彩
色
に
よ
っ
て
描
い
て
お
り
、
文
様
構
成
上
同
じ
こ
と
で
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
こ
こ
で
は
C

3
式
鏡
に
含
め
て
分
類
し
て
お
く
。
白
鶴
美
術
館
蔵
三
号
鏡
の
場
合
、
外
区
、
内
区
と
も
に
数
種
類
の
鳳
身
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が
描
か
れ
て
い
る
。

4 

D
式
鏡

戦
国
式
鏡
の
縁
形
分
類
F
類
に
相
当
す
る
D
式
鏡
（
図
9
）
は
、
西
安
市
紅
廟
披
出
土
鏡
、
南
越
王
墓
西
耳
室
出
土
C
一
四
五
l
七

三
・

c
一
七
一
鏡
、
南
越
王
墓
東
側
室
、
雲
南
省
晋
寧
石
案
山
三
号
墓
出
土
鏡
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
外
区
と
内
区
に
彩
色
文

様
が
施
さ
れ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
石
案
山
三
号
墓
と
南
越
王
墓
西
耳
室
出
土
三
号
鏡
の
場
合
、
内
外
区
の
文
様
は
存
在
す
る
が

そ
の
文
様
構
成
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
紅
廟
披
出
土
鏡
、
南
越
王
墓
西
耳
室
C
一
四
五
｜
七
三
鏡
の
場
合
、
外
区
文
様
は
と
も
に
人

物
像
で
あ
り
、
内
区
は
雲
気
文
が
描
か
れ
る
。

D
式
鏡
は
面
径
が
二
七

c
m
以
上
で
、
最
も
大
き
い
南
越
王
墓
西
耳
室
出
土
C
一
四

五
l
七
三
鏡
が
直
径
四
一

c
m
と
特
大
で
あ
る
な
ど
、

D
式
鏡
は
大
型
で
あ
る
こ
と
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
縁
の
厚
さ
が
三

，ee

－－－）五

m
m
と
厚
く
、
連
弧
縁
と
鏡
面
と
の
段
差
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が
断
面
図
か
ら
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
鏡
面
の
厚
さ
が
他
の

鏡
式
に
比
べ
て
極
め
て
厚
い
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は

D
式
鏡
が
大
型
鏡
で
あ
る
こ
と
と
相
関
し
て
い
る
特
徴
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
ほ
か
出
光
美
術
館
蔵
飯
や
明
治
大
学
考
古
博
物
館
蔵
餅
な
ど
に
彩
画
鏡
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
彩
画
さ
れ
た
文
様
意

匠
な
ど
類
例
が
知
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
か
つ
後
世
の
文
様
意
匠
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
、
贋
物
の
可
能
性
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
検

討
の
対
象
と
は
し
な
い
。

雲
南
小
路
一
号
嚢
棺
出
土
彩
画
鏡
の
復
元

我
が
国
で
唯
一
出
土
し
た
彩
画
鏡
は
、
福
岡
県
前
原
市
三
雲
南
小
路
一
号
警
棺
墓
出
土
鏡
で
あ
る
。
こ
の
一
号
斐
棺
か
ら
は
併
せ

て
三
五
面
の
前
漢
鏡
が
出
土
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
一
面
が
こ
の
彩
画
鏡
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
出
土
し
た
際
に
記
録
さ
れ
た
青
柳

彩
画
鏡
の
変
遷
と
そ
の
意
義

一
七
三
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種
信
の
『
柳
園
古
器
略
考
』
に
よ
れ
ば
、
「
其
ノ
大
な
る
は
径
リ
九
寸
。
背
文
な
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
五
年
の
福
岡
県
教

育
委
員
会
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
三
雲
南
小
路
一
号
窪
棺
の
位
置
が
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
二
号
室
棺
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
際

一
号
薬
品
棺
付
近
か
ら
彩
画
鏡
の
断
片
が
出
土
し
、
こ
の
鏡
が
彩
画
鏡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
新
た
に
出
土
し
た
鏡
片
か
ら
は
、

こ
の
鏡
が
縁
形
D
2
類
で
あ
る
彩
画
鏡
C
式
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
し
か
も
青
柳
種
信
の
記
録
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

鏡
背
に
二
重
の
圏
帯
を
有
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
彩
画
鏡
C
3
式
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
再
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
の
鏡

の
鏡
片
か
ら
は
、
図
叩
に
示
す
よ
う
な
配
置
が
想
定
で
き
る
。
復
元
直
径
は
青
柳
種
信
の
記
述
に
よ
り
二
七
・
三

c
m
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
文
様
の
配
置
や
面
径
か
ら
し
て
も
東
京
国
立
博
物
館
蔵
鏡
に
最
も
類
似
し
て
い
る
。
鏡
片
の
観
察
か
ら
は
、
鏡
背
の
外
区

に
は
漆
地
を
施
し
て
彩
画
面
を
安
定
さ
せ
て
か
ら
朱
彩
に
よ
る
文
様
地
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
か
す
か
に
残
る
白
く
細
い
線
が

縁
に
沿
っ
て
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
そ
の
反
対
の
紐
側
に
も
弧
形
の
細
い
白
線
（
図
刊
の
矢
印
部
分
）
が
認
め
ら
れ
る
。
青
柳
種
信

の
記
録
画
か
ら
判
断
し
て
こ
の
紐
側
の
白
線
は
重
圏
帯
に
沿
う
白
線
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
白
線
に
沿
う
よ
う
に
重
圏
帯
側

に
細
か
な
菱
形
の
白
い
点
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
鏡
や
紅
廟
坂
出
土
鏡
の
同
じ
場
所
に
み
ら
れ
る

菱
形
の

4
点
か
ら
な
る
も
の
の
一
部
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
東
京
国
立
博
物
館
蔵
鏡
の
場
合
、
重
圏
帯
に
沿
っ
て
白
線
を
伴
い
、

外
区
は
同
じ
よ
う
に
朱
彩
を
文
様
地
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
南
小
路
一
号
斐
棺
出
土
彩
画
鏡
は
東
京
国
立
博
物
館
蔵
鏡
に
類
似

し
た
も
の
の
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

四
彩
画
鏡
の
変
遷
と
そ
の
位
置
づ
け

こ
れ
ま
で
の
彩
画
鏡
の
型
式
分
類
に
よ
っ
て
示
し
た

A
式
・

B
式
は
、
そ
の
形
態
か
ら
も
素
文
鏡
の
系
統
を
引
く
も
の
で
あ
り
、

出
土
し
た
墓
葬
の
年
代
か
ら
も
戦
国
後
半
期
に
収
ま
る
も
の
で
あ
る
口
何
よ
り
も

A
・
B
式
鏡
は
す
べ
て
楚
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る

彩
画
鏡
の
変
遷
と
そ
の
意
義

一
七
五



彩
画
鏡
の
変
遷
と
そ
の
意
義

一
七
六

こ
と
か
ら
も
、
こ
う
し
た
鏡
が
楚
の
独
特
な
鏡
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
楚
に
お
い
て
独
自
生
産
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
楚

の
典
型
的
な
鏡
で
あ
る
羽
状
獣
文
地
獣
形
鏡
の
う
ち
、
湖
南
省
長
沙
穿
笠
披
七
四
四
号
墓
出
土
の
も
の
に
は
、
縁
に
菱
形
文
が
朱
彩

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
例
か
ら
も
彩
画
鏡
と
楚
と
の
関
わ
り
が
深
い
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

A
式
鏡
の
内
、
幾
何
学
文
か
ら
な
る
望

山
一
号
墓
A
1
式
鏡
は
、
墓
葬
年
代
前
四
世
紀
第
三
四
半
期
で
あ
り
、
前
回
世
紀
中
葉
頃
の
鏡
で
あ
る
。
ま
た
A
2
式
鏡
の
京
都
国

立
博
物
館
蔵
鏡
は
文
様
構
成
上
、
鹿
川
守
の
二
重
体
鏡
の
分
類
に
み
ら
れ
る
鏡
面
は
め
込
み
型
方
形
平
彫
3
式
鏡
に
類
似
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
湖
北
省
包
山
二
号
墓
出
土
鏡
、
湖
北
省
郭
店
一
号
墓
出
土
鏡
や
河
南
省
洛
陽
西
工
区
出
土
鏡
で
あ
る
が
、
京
都
国
立
博
物

館
蔵
鏡
の
鳳
身
文
様
や
そ
の
文
様
配
置
、
あ
る
い
は
周
縁
の
巻
雲
文
な
ど
、
非
常
に
類
似
し
た
文
様
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

こ
れ
ら
の
二
重
体
鏡
に
は
黒
漆
を
塗
っ
た
上
に
紅
色
あ
る
い
は
黄
色
の
彩
色
が
施
さ
れ
た
り
朱
漆
で
文
様
が
施
さ
れ
る
な
ど
、
彩
画

鏡
と
同
じ
技
法
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
年
代
的
に
も
近
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
鏡
は
包
山
二
号
鏡
に

最
も
近
い
も
の
で
あ
り
、
前
三

O
O年
前
後
の
鏡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
彩
画
鏡
と
二
重
体
鏡
に
は
生
産
技
術

の
共
有
が
認
め
ら
れ
、
同
一
系
統
の
工
房
で
生
産
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
と
も
に
望
山
一
号
墓
A
1
式
鏡
の
事
例
か

ら
も
、
抽
象
文
か
ら
具
象
文
へ
と
い
う
時
期
差
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
て
、
抽
象
的
表
現
の
彩
画
鏡
B
1
式
は
長
台
関
一
・

二
号
墓
に
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
戦
国
中
期
の
前
四
世
紀
中
葉
を
最
も
古
い
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
具
象
的

な
彩
画
鏡
B
2
式
は
、
包
山
一
号
墓
の
墓
葬
年
代
が
前
回
世
紀
第
四
四
半
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

B
1
式
鏡
に
比
べ
て
若
干
遅
れ
て

出
現
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

B
2
式
鏡
の
内
、
長
台
関
二
号
鏡
の
よ
う
な
三
鳳
風
文
が
絡
み
合
っ
た
文
様
構
成
は
、
文
様
意

匠
そ
の
も
の
の
類
似
は
な
い
も
の
の
、
三
つ
の
龍
文
様
を
同
一
方
向
に
絡
ま
せ
る
鏡
面
は
め
込
み
型
肉
彫
円
形
鏡
一
式
な
ど
に
類
似

し
て
お
り
、
二
重
体
鏡
と
の
関
連
も
連
想
で
き
る
。
ま
た
同
じ
楚
の
前
三
世
紀
前
半
に
比
定
さ
れ
る
江
陵
馬
山
一
号
楚
墓
出
土
奮
蓋

の
三
鳳
風
文
の
文
様
構
成
や
意
匠
が
彩
画
鏡
B
2
式
の
も
の
と
類
似
し
て
お
り
、
共
通
の
生
産
基
盤
や
年
代
関
係
を
想
定
で
き
る
の

で
あ
る
。



と
も
か
く
A
・
B
式
鏡
は
戦
国
時
代
後
半
期
に
楚
国
を
中
心
に
製
作
さ
れ
て
い
た
特
殊
な
鏡
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
に
二
重
体
鏡
と
の
製
作
技
術
上
の
関
連
と
製
作
工
房
の
系
統
的
な
関
連
が
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
京
都
国

立
博
物
館
蔵
鏡
や
白
鶴
美
術
館
蔵
一
・
二
号
鏡
が
白
銅
質
で
あ
る
こ
と
は
、
透
彫
二
重
体
鏡
の
鏡
面
側
が
白
銅
質
で
あ
る
と
い
う
傾

向
と
同
じ
特
徴
を
示
し
て
お
り
、
二
つ
の
鏡
の
類
似
性
と
と
も
に
そ
の
作
風
の
類
似
性
を
改
め
て
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た

A
・
B
式
に
お
い
て
は
、
抽
象
文
の
A
1
・
B
1
式
が
先
に
出
現
し
、
そ
の
後
具
象
文
が
描
か
れ
る
A
2
・
B
2
式
が
出
現
し
た
可

能
性
が
あ
る
。

以
上
の
二
重
体
鏡
と
彩
画
鏡
A
・
B
式
の
類
似
性
の
上
に
さ
ら
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
が
、
そ
れ
ら
の
製
作
年
代
で
あ
る
。

二
重
体
鏡
の
生
産
が
前
四
世
紀
代
に
ほ
ぼ
終
正
一
周
し
て
お
り
、
ほ
ぽ
そ
の
時
期
か
ら
彩
画
鏡
A
・
B
式
の
生
産
が
始
ま
る
こ
と
は
興
味

深
い
。
二
つ
の
鏡
式
の
製
作
技
術
や
文
様
意
匠
の
類
似
性
は
同
一
工
房
の
生
産
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
年

代
的
に
み
て
そ
の
二
つ
の
鏡
式
の
製
作
年
代
が
連
続
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
重
体
鏡
の
後
に
そ
れ
に
変
わ
る
も
の
と
し
て

彩
画
鏡
の
生
産
が
盛
ん
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

C
式
・

D
式
は
縁
形
D
2
類
・

F
類
か
ら
な
る
鏡
で
あ
り
、
私
の
戦
国
鏡
編
制
の
第
六
段
階
以
降
に
出
現
す
る
型
式
で
あ
る
。
戦

国
鏡
編
年
第
六
段
階
は
前
三
世
紀
第
四
四
半
期
と
考
え
て
お
り
、
上
記
し
た
彩
画
鏡
A
・
B
式
よ
り
も
新
し
い
段
階
の
鏡
で
あ
る
。

彩
画
鏡
C
1
式
に
関
し
て
は
連
弧
文
鏡
2
式
と
し
て
戦
国
鏡
編
年
第
五
段
階
以
降
に
位
置
づ
け
で
き
る
が
、
地
文
を
持
た
な
い
点
で

は
連
弧
文
鏡
1
式
に
類
似
し
て
お
り
、
戦
国
鏡
編
年
第
六
段
階
以
降
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
彩
画
鏡
C
1
・
C
2
式
に
対
し

て
、
彩
画
鏡
C
3
式
は
紐
座
と
縁
の
聞
に
圏
帯
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
外
区
と
内
区
を
分
け
る
文
様
構
成
を
意
図
し
て
お
り
、
戦

国
鏡
編
年
第
六
段
階
以
前
に
は
存
在
し
な
い
新
し
い
文
様
構
成
要
素
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
彩
画
鏡
C
3
式
が
前
二
世
紀
代
す
な

わ
ち
前
漢
代
に
製
作
さ
れ
た
鏡
で
あ
る
と
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
彩
画
鏡
C
2
式
・

C
3
式
と
も
に
人
物
文
や
車
馬
文
か
ら
な
る

画
像
文
様
を
伴
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
物
車
馬
文
様
は
戦
国
楚
の
漆
器
文
様
な
ど
に
類
例
が
み
ら
れ
る
が
、
戦
国
鏡
に
は
こ
う
い
っ

彩
画
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た
文
様
は
認
め
ら
れ
な
い
。
類
似
し

た
文
様
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
人
物
画

像
鏡

は
江
蘇
省
徐
州
市
宛

胸
侯
劉（
執図
墓芝11 
か）

ら
出火

土
し
て

る

徐州宛胸侯劉執墓（縮尺1/2)

こ
の
墓
の
被
葬
者
は
前
漢
景
帝
三
年

（
前
一
五
四
年
）
あ
る
い
は
そ
れ
よ

り
や
や
新
し
い
段
階
に
埋
葬
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
鏡

の
製
作
年
代
は
当
然
こ
の
埋
葬
年
代

よ
り
古
い
段
階
の
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
人
物
画
像
鏡
は
地
文
が
私

図11

の
分
類
の
地
文

G
類
に
相
当
し
て
い

る
。
地
文

G
類
は
秦
始
皇
帝
兵
馬
伺

坑
一
号
坑
出
土
の
銅
南
鐘
に
認
め
ら

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
前
二

O
O年
前

後
以
降
に
認
め
れ
る
文
様
で
あ
る
。

ま
た
縁
形
D
2
類
や
紐
が
亀
形
を
為

す
と
こ
ろ
も
、
戦
国
鏡
第
六
段
階
以

前
に
は
み
ら
れ
な
い
要
素
で
あ
る
。



し
た
が
っ
て
こ
の
鏡
は
前
二
世
紀
前
半
の
鏡
で
あ
る
と
位
置
づ
け
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
彩
画
鏡
の
人
物
画
像
文
と
の
最
も
大
き
な
違

い
は
、
こ
の
人
物
画
像
鏡
の
場
合
四
単
位
の
文
様
が
同
じ
で
あ
る
の
に
対
し
、
彩
画
鏡
C
式
の
場
合
、
四
単
位
の
文
様
が
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
の
意
味
で
は
楚
の
戦
国
漆
器
の
文
様
構
成
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彩
画
鏡
C
式
は
縁
形
D

類
の
系
統
か
ら
も
戦
国
鏡
の
楚
式
鏡
の
伝
統
を
引
く
も
の
で
あ
り
、
人
物
車
馬
図
の
文
様
構
成
を
楚
の
漆
器
文
様
、
例
え
ば
包
山
二

号
墓
の
査
の
文
様
と
関
係
づ
け
る
な
ら
ば
、
基
本
的
に
楚
の
伝
統
的
な
作
鏡
技
術
の
流
れ
を
引
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
戦
国

時
代
に
お
け
る
彩
画
鏡
は
楚
の
作
鏡
シ
ス
テ
ム
の
中
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
技
術
的
流
れ
の
中
に
彩
画
鏡
C
式
が
漢
代
に

生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
彩
画
鏡
D
式
の
縁
形
F
類
は
、
系
統
的
に
は
華
北
の
細
地
文
鏡
の
系
統
を
引
く
鏡

で
あ
る
。
戦
国
鏡
第
六
段
階
に
お
け
る
幡
嫡
文
鏡
が
作
鏡
系
統
的
に
言
え
ば
、
華
北
の
細
地
文
鏡
と
華
中
の
羽
状
獣
文
地
鏡
の
融
合

の
内
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
彩
画
鏡
D
式
の
縁
形
に
み
ら
れ
る
細
地
文
鏡
の
伝
統
と
と
も

に
彩
画
技
術
と
い
う
楚
の
作
鏡
の
伝
統
が
融
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
統
一
秦
期
以
降
の
作
鏡
様
式
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
の
意
味
で
彩
画
鏡
C
3
式
に
含
め
た
白
鶴
美
術
館
蔵
三
号
鏡
は
、
縁
形
を
含
め
た
鏡
の
形
態
や
彩
画
技
術
と
い
う
楚
の
伝
統
的
な

作
鏡
様
式
と
と
も
に
、
そ
こ
で
描
か
れ
た
鳳
身
文
の
モ
チ
ー
フ
は
細
地
文
鏡
の
文
様
モ
チ
ー
フ
に
元
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ

る
い
は
統
一
秦
期
以
降
に
出
現
し
た
秦
の
南
郡
に
お
け
る
漆
器
文
様
に
類
似
し
て
お
り
、
や
は
り
秦
と
の
関
係
で
捉
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
も
、
彩
画
鏡
C
式
・

D
式
は
華
北
と
華
中
の
融
合
の
基
に
生
ま
れ
た
鏡
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
前

漢
初
期
の
様
式
的
な
あ
り
方
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。
新
し
く
出
現
し
た
人
物
車
馬
図
の
意
匠
と
人
物
画
像

鏡
と
の
関
係
か
ら
考
え
れ
ば
、
彩
画
鏡
C
・
D
式
の
大
半
は
前
漢
前
葉
す
な
わ
ち
前
二
世
紀
前
半
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
彩
画
鏡
C
式
と

D
式
を
比
べ
た
場
合
、
彩
画
鏡
D
式
は
鏡
面
が
厚
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

D
式
の
大
型
化
と
も
関
連
し

て
い
る
が
、
鏡
面
が
厚
く
な
る
様
式
的
な
傾
向
は
前
二
世
紀
中
葉
か
ら
前
2
世
紀
後
半
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
様
式
的

な
傾
向
か
ら
は
、
大
き
く
い
っ
て
彩
画
鏡
C
式
か
ら
D
式
と
い
っ
た
変
遷
が
想
定
で
き
よ
う
。
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さ
ら
に
年
代
的
な
位
置
づ
げ
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
彩
画
鏡
C
式
と

D
式
が
と
も
に
出
土
し
た
南
越
王
墓
の
被
葬
者
の
年
代
で

あ
る
。
こ
の
被
葬
者
に
関
し
て
は
前
一
二
二
前
後
に
亡
く
な
っ
た
越
昧
と
推
定
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
趨
昧
は
第
一
代
の
南

越
王
で
あ
る
越
位
を
引
き
継
い
で
在
位
わ
ず
か
一
六
年
で
な
く
な
っ
た
第
二
代
の
南
越
王
で
あ
る
。
史
書
に
は
趨
胡
と
記
さ
れ
て
い

る
も
の
が
越
昧
に
あ
た
る
。
初
代
の
越
位
は
秦
の
敗
北
に
機
を
乗
じ
て
独
立
し
た
政
権
で
あ
り
、
独
立
時
に
は
漢
と
の
関
係
を
絶
っ

て
い
た
。
第
二
代
の
越
昧
の
墓
で
あ
る
南
越
王
墓
の
特
徴
は
、
出
土
し
た
銅
鏡
が
三
九
面
と
非
常
に
多
い
の
と
同
時
に
型
式
的
に
は

多
数
の
戦
国
鏡
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
あ
る
。
前
漢
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
彩
画
鏡
や
帯
托
鏡
な
ど
ご
く
僅
か
な
鏡
式
が
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
鏡
式
的
に
前
二
世
紀
後
半
の
鏡
式
で
あ
る
草
葉
文
鏡
や
幡
蛸
文
鏡
2
・
3
式
が
認
め
ら
れ
な
い
。
漢
初
に
独
立
し
た
南

越
の
趨
位
は
目
后
の
時
に
は
長
沙
に
お
い
て
漢
と
戦
闘
を
交
え
、
漢
と
の
実
際
上
の
関
係
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
南
越
国
が
漢
と

の
関
係
を
再
び
も
っ
た
の
は
、
文
帝
元
年
（
前
一
六
九
年
）
に
文
帝
の
使
者
陸
買
の
訪
問
に
よ
っ
て
南
越
の
越
位
が
漢
の
外
臣
で
あ

る
こ
と
を
認
め
て
以
降
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
本
格
的
な
漢
式
系
文
物
が
こ
の
地
に
流
入
す
る
の
は
、
前
一
一
一
年
に
南
越
が
滅
び
漢

に
よ
る
直
接
支
配
が
始
ま
っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
。
南
越
王
墓
に
お
い
て
戦
国
鏡
が
圧
倒
的
に
多
数
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
こ
う
し
た

対
漢
と
の
関
係
を
反
映
し
て
お
り
、
い
わ
ば
独
立
政
権
下
に
お
け
る
鏡
の
供
給
情
況
に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
被
葬
者
で
あ
る

越
昧
の
没
年
は
前
一
二
二
年
前
後
で
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
に
納
め
ら
れ
た
鏡
は
対
漢
と
の
関
係
が
修
復
す
る
以
前
の
鏡
に
限
ら
れ
て

い
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
わ
ば
趨
位
の
段
階
に
旧
楚
領
域
と
の
関
係
で
入
手
し
た
鏡
あ
る
い
は
こ
の

地
域
で
の
自
己
生
産
に
よ
る
も
の
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
二
世
紀
後
半
代
の
鏡
を
共
伴
し
な
い
事

実
か
ら
、
南
越
王
墓
か
ら
出
土
し
た
彩
画
鏡
C
3
式
・

D
式
を
前
二

O
O年
i
前
一
五

O
年
の
聞
の
鏡
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
と
す

る
な
ら
ば
、
南
越
王
は
彩
画
鏡
を
ど
の
よ
う
に
し
て
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
は
こ
う
し
た
彩
画
鏡
が
旧
楚
領
域
で
生
産
さ

れ
て
い
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
漢
王
朝
の
統
制
の
基
に
生
産
さ
れ
て
い
た
か
に
あ
る
。
彩
画
鏡
は
西
安
紅
廟
披
で
も
発
見
さ
れ
て
お

り
、
関
中
に
お
い
て
も
存
在
し
て
い
る
。
作
鏡
技
術
的
に
華
北
と
華
中
の
系
譜
が
融
合
し
た
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
面
数
の



少
な
さ
か
ら
考
え
て
も
、
漢
王
朝
の
統
制
下
に
製
作
さ
れ
た
鏡
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
南
越
王

墓
に
み
ら
れ
る
彩
画
鏡
や
帯
托
鏡
は
漢
王
朝
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
特
殊
な
鏡
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
少

な
く
と
も
南
越
と
漢
の
関
係
が
修
復
し
た
文
帝
元
年
以
降
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

五

彩
画
鏡
を
出
土
す
る
墓

戦
国
時
代
後
半
期
に
属
す
る
彩
画
鏡
A
・
B
式
を
出
土
し
た
墓
の
被
葬
者
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
い
。
包
山
二
号
墓
の
墓
主
は

楚
官
左
罪
で
あ
る
大
夫
の
部
加
で
あ
る
。
彩
画
鏡
B
2
式
が
副
葬
さ
れ
た
包
山
一
号
墓
は
こ
の
部
放
の
妻
の
墓
と
考
え
ら
れ
る
て
い

る
。
夫
の
部
加
に
は
二
重
体
鏡
二
面
が
副
葬
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一
面
は
京
都
国
立
博
物
館
蔵
彩
画
鏡
と
文
様
構
成
が
類
似
し

た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
家
父
長
社
会
か
ら
夫
婦
の
立
場
を
考
え
れ
ば
、
二
重
体
鏡
の
方
が
彩
画
鏡
よ
り
格
が
上
で
あ
っ
た
可
能
性

が
推
定
で
き
る
。
信
陽
長
台
関
一
・
二
号
墓
は
包
山
二
号
墓
に
比
べ
小
型
の
墓
墳
を
持
つ
が
、
榔
室
が
分
か
れ
て
い
る
点
や
重
棺
あ

る
い
は
副
葬
品
の
多
さ
か
ら
士
大
夫
級
の
墓
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
墓
の
築
か
れ
た
位
置
や
副
葬
品
か
ら
は
、
長
台
関
一
号
墓

の
方
が
長
台
関
二
号
墓
よ
り
地
位
の
高
い
墓
主
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
墓
か
ら
も
彩
画
鏡
が
出
土
し
て
お
り
、
彩
画
鏡
B

1
式
が
長
台
関
一
号
墓
か
ら
、
彩
画
鏡
B
1
・
B
2
式
が
長
台
関
二
号
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
望
山
一
号
墓
か
ら
は
彩
画
鏡
A
1

式
が
出
土
し
て
い
る
が
、
望
山
一
号
墓
の
墓
主
は
下
大
夫
の
身
分
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
彩
画
鏡
B
式
の
出
土
し
た
望
山
二
号
墓
も

同
じ
よ
う
に
下
大
夫
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
墓
葬
構
造
か
ら
は
決
し
て
望
山
一
号
墓
ほ
ど
の
身
分
で
な
い
小
型
墓
で
あ
，
る
望
山
四
号

墓
か
ら
も
彩
画
鏡
B
1
式
が
出
土
し
て
い
る
が
、
望
山
四
号
墓
は
望
山
一
・
二
号
墓
を
含
ん
だ
同
じ
系
統
の
家
族
墓
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
戦
国
時
代
の
楚
国
に
お
け
る
彩
画
鏡
は
、
比
較
的
身
分
の
高
い
大
夫
級
の
墓
、
あ
る
い
は
そ
の
家
族
墓
に
埋
葬

さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
江
陵
九
店
で
彩
画
鏡
が
出
土
し
た
七
七
・
二
三
四
・
五
一
四
・
五
七
一
号
墓
は
楚
系
統
の
墓
群
と

彩
画
鏡
の
変
遷
と
そ
の
意
義

｝＼ 
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画
鏡
の
変
遷
と
そ
の
意
義

｝＼ 

考
え
ら
れ
て
い
る
墓
葬
で
あ
る
が
、
墓
葬
構
造
や
副
葬
品
か
ら
み
た
場
合
、
墓
群
全
体
の
中
で
は
中
ラ
ン
ク
の
墓
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
必
ず
し
も
階
層
上
位
者
の
み
の
墓
に
副
葬
さ
れ
る
と
い
う
強
い
規
制
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
墓
は
一
榔
一
棺
で
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
土
人
層
の
墓
葬
と
考
え
ら
れ
る
。
大
夫
級
や
士
人
層
の
墓
に
副
葬
さ
れ
る
鏡
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
が
、
大
夫
級

の
墓
か
ら
の
出
土
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
戦
国
鏡
全
体
の
中
で
も
、
彩
画
鏡
は
比
較
的
格
の
高
い
鏡
と
い
う
位
置
づ
け
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
統
一
秦
期
す
な
わ
ち
前
三
世
紀
第
四
四
半
期
に
華
北
と
華
中
の
作
鏡
体
系
が
融
合
す
る
こ
と
に
よ
り
成
立
し
た
彩
画
鏡
C

式
、
彩
画
鏡
D
式
は
前
二
世
紀
前
半
期
の
鏡
で
あ
る
。
こ
の
中
で
彩
画
鏡
C
1
式
と
し
た
も
の
は
伝
洛
陽
金
村
の
も
の
で
あ
り
、
金

村
古
墓
群
は
韓
墓
や
東
周
王
朝
墓
な
ど
の
比
較
的
社
会
階
層
の
高
い
身
分
の
墓
主
が
想
定
さ
れ
て
い
る
墓
群
で
あ
る
。
ま
た
、
彩
画

鏡
C
3
式
と
彩
画
鏡
D
式
が
出
土
し
た
南
越
王
墓
は
、
南
越
王
第
二
代
趨
昧
の
王
墓
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
雲
南
省
晋
寧
石
案
山
三
号

墓
か
ら
は
彩
画
鏡
D
式
が
出
土
し
て
い
る
が
、
石
案
山
三
号
墓
は
俵
寛
司
の
分
類
に
よ
る
石
案
山
文
化
一
期
（
前
三
世
紀
（
）
前
二
世

紀
前
葉
）
の
大
型
墓
に
相
当
し
て
い
る
。
後
に
「
濃
王
」
の
金
印
を
下
賜
さ
れ
る
濃
王
の
直
接
的
な
系
譜
を
時
期
的
に
遡
る
こ
と
が

で
き
る
王
墓
級
の
墓
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
彩
画
鏡
A
・B
式
が
楚
の
大
夫
級
の
比
較
的
階
層
上
位
者
の
墓
に
伴
う
も
の
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
彩
画
鏡
C

・D
式
は
前
漢
前
半
期
の
社
会
に
お
い
て
も
階
層
上
位
者
の
墓
に
伴
う
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も

南
越
王
墓
、
石
案
山
三
号
墓
、
三
雲
南
小
路
一
号
護
棺
と
い
う
よ
う
に
、
漢
王
朝
に
お
け
る
「
外
臣
」
で
あ
る
王
、
あ
る
い
は
王
に

相
当
す
る
地
域
首
長
が
こ
の
鏡
を
持
つ
こ
と
に
歴
史
的
な
意
味
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
点
で
彩
画
鏡
の
格
付
け
が
南
越
王
墓
内
の
被
葬
者
間
の
関
係
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
南
越
王
墓
は
墓
室
構

造
が
主
棺
室
を
中
心
と
し
て
西
側
室
、
東
側
室
、
後
蔵
室
が
あ
り
、
前
面
に
は
前
室
と
そ
の
両
側
に
西
耳
室
、
東
耳
室
に
分
か
れ
て

い
る
。
鏡
は
東
側
室
で
一
四
面
、
西
側
室
で
一

O
面
、
東
耳
室
で
七
面
、
西
耳
室
で
六
面
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
東
側
室
は

四
人
の
墓
主
夫
人
の
部
屋
で
あ
る
こ
と
が
、

一
緒
に
出
土
し
た
銅
印
か
ら
判
断
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
か
ら
出
土
し
た
一
四
面



の
鏡
は
こ
れ
ら
夫
人
の
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
西
側
室
は
女
性
の
殉
葬
者
の
部
屋
で
あ
り
、
墓
主
の
奴
婚
が
納
め
ら
れ
て

お
り
、
こ
こ
に
あ
っ
た
一

O
面
の
鏡
は
墓
主
の
殉
葬
者
に
対
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。
西
耳
室
か
ら
は
「
帝
印
」
や
「
昧
」

と
い
っ
た
墓
主
を
指
す
封
泥
が
九
つ
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
部
屋
の
副
葬
品
は
墓
主
す
な
わ
ち
南
越
王
越
昧
の
所

有
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
東
耳
室
に
関
し
て
は
封
泥
な
ど
が
な
く
、
所
有
関
係
の
性
格
は
不
明

と
い
え
よ
う
。
さ
て
こ
れ
ら
の
墓
室
単
位
で
の
銅
鏡
は
、
枚
数
的
に
い
え
ば
夫
人
の
所
有
で
あ
る
東
側
室
が
最
も
多
く
、
つ
い
で
奴

稗
、
つ
い
で
東
耳
室
、
最
も
少
な
い
の
が
墓
主
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
先
に
格
が
高
い
鏡
と
考
え
た
彩
画
鏡
は
墓
主
の
所
有
で
あ

る
西
耳
室
か
ら
三
面
で
て
お
り
、
夫
人
の
所
有
は
わ
ず
か
一
面
で
あ
る
。
ま
た
、
特
殊
な
鏡
で
あ
り
工
芸
的
に
も
優
れ
た
鏡
で
あ
る

帯
托
鏡
も
、
西
耳
室
の
み
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
鏡
の
面
数
と
い
う
よ
り
は
、
鏡
の
質
と
階
層
秩
序
が
対
応
し
て

い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
鏡
の
鏡
式
に
お
け
る
何
ら
か
の
階
層
秩
序
と
の
関
連
が
想
定
で
き
る
が
、
彩
画
鏡
や
帯
托
鏡

以
外
で
は
、
素
文
鏡
の
よ
う
な
簡
素
な
鏡
が
奴
牌
の
西
側
室
に
の
み
見
ら
れ
る
と
い
う
傾
向
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
ほ
か
で

は
規
則
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
以
外
の
属
性
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
鏡
の
面
径
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
鏡
の
大
き
さ

と
い
う
属
性
要
素
に
注
目
し
て
み
た
い
。
面
径
を
各
墓
室
単
位
で
比
較
す
る
た
め
に
、
統
計
処
理
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
箱
ヒ
ゲ
図
を

使
い
、
墓
室
単
位
の
面
径
の
相
対
比
較
を
行
え
ば
、
図
ロ
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
明
確
で
あ
る
よ
う
に
、
西
耳
室
が

最
も
面
径
が
大
き
く
、
つ
い
で
東
側
室
、
さ
ら
に
西
側
室
、
最
も
面
径
が
小
さ
い
の
が
東
耳
室
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
み

る
と
面
径
は
、
墓
主
、
墓
主
夫
人
、
奴
牌
と
い
う
階
層
秩
序
を
明
確
に
反
映
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
る
。
西
耳
室

に
納
め
ら
れ
た
墓
室
の
所
有
物
は
特
別
な
意
味
合
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
鏡
の
面
径
を
彩
画
鏡
に
お
い
て
各
型
式
単
位
で
比
較
し
て
み
た
い
。
同
じ
よ
う
な
統
計
手
法
の
箱
ヒ
ゲ
図
を
使
っ
て
示

せ
ば
（
図
日
）
、
彩
画
鏡
各
型
式
単
位
で
そ
の
大
き
さ
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
前
漢
前
葉
の
彩
画
鏡
C
式

と
D
式
が
突
然
に
大
型
化
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
の
中
で
も
彩
画
鏡
D
式
の
大
き
さ
が
突
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
面

彩
画
鏡
の
変
遷
と
そ
の
意
義

一
八
三
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径
が
三

0
c
m
前
後
な
い
し
は
四
0
c
m
以
上
と
い
う

突
出
し
た
大
型
化
の
傾
向
は
、
前
漢
に
関
し
て
み
れ
ば
、

こ
の
前
漢
前
葉
に
お
い
て
異
常
な
傾
向
と
し
て
理
解
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
大
き
さ
と
い
う
面
で
は
帯
托
鏡
が
そ

う
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
帯
托
鏡
に
類
似
す
る
山
東

省
消
博
宮
托
村
出
土
龍
文
五
紐
長
方
鏡
は
長
さ
一
一
五

c
m
、
幅
五
七
・
七

c
m
と
最
も
大
き
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
鏡
は
龍
文
が
様
式
的
に
幡
蛸
文
鏡
に
類
似
し
て
お

り
、
縁
形
F
類
の
様
式
的
な
特
徴
か
ら
も
、
前
二
世
紀

前
半
に
収
ま
る
鏡
と
考
え
ら
れ
る
。
大
き
さ
で
は
な
い

が
、
先
に
挙
げ
た
徐
州
宛
胸
侯
墓
出
土
人
物
画
像
鏡
も

こ
の
前
二
世
紀
前
半
に
属
す
る
鏡
で
あ
り
、
彩
画
鏡
と

類
似
し
た
文
様
意
匠
を
も
ち
、
後
に
鏡
の
製
作
が
系
統

的
に
続
か
な
い
鏡
式
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
伝
洛
陽
金

村
出
土
に
み
ら
れ
る
金
銀
錯
鏡
に
も
い
え
る
。
こ
の
鏡

も
同
じ
時
期
の
鏡
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
に
作
鏡
系
譜

が
続
か
な
い
鏡
で
あ
る
。
彩
画
鏡
は
漢
王
朝
の
外
臣
に

認
め
ら
れ
た
が
、
人
物
画
像
鏡
の
場
合
、
徐
州
宛
胸
侯

墓
出
土
の
よ
う
に
漢
王
朝
の
内
臣
で
あ
る
諸
侯
が
こ
う
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鏡
面
径

型式

し
た
鏡
を
好
ん
で
用
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
彩
画
鏡
、

帯
托
鏡
、
金
銀
錯
鏡
、
人
物
画
像
鏡
と
い
う
前
二
世
紀

前
半
の
単
発
的
に
出
現
す
る
鏡
は
、
戦
国
鏡
の
工
芸
的

な
系
譜
を
引
き
な
が
ら
も
、
前
二
世
紀
後
半
以
降
製
作

さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
で
あ

彩画鏡の型式別面径比較

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
鏡
を
欲
し
た
の
が
漢
王
朝
に
と
っ
て

内
臣
の
諸
侯
で
あ
り
、
外
臣
の
王
や
地
域
首
長
で
あ
っ

た
。
い
わ
ば
格
付
け
に
お
い
て
必
要
な
鏡
で
あ
っ
た
と

想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
前
漢
初
期
の
郡
国
制
に
於
て

漢
王
朝
の
直
接
支
配
す
る
王
畿
に
対
し
、
そ
の
外
縁
に

位
置
す
る
内
臣
の
諸
侯
、
そ
し
て
そ
の
外
縁
に
存
在
す

る
外
臣
が
こ
れ
ら
の
特
殊
な
鏡
を
必
要
と
し
て
い
る
の

図13

で
あ
る
。
そ
の
鏡
が
必
要
な
く
な
る
段
階
は
、
実
年
代

的
に
い
え
ば
、
呉
楚
七
国
の
乱
以
降
、
す
な
わ
ち
漢
景

帝
期
以
降
に
あ
た
っ
て
い
る
。
諸
侯
、
外
臣
の
自
立
性

が
削
が
れ
た
段
階
に
ま
さ
に
符
合
し
て
い
る
。
実
質
的

な
漢
王
朝
の
中
央
集
権
国
家
体
制
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る

段
階
に
符
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
特
殊

な
鏡
は
、
こ
う
し
た
中
央
集
権
国
家
体
制
が
生
ま
れ
る

一
八
五
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直
前
ま
で
の
漢
王
朝
の
混
沌
と
し
た
階
層
秩
序
を
代
弁
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
漢
王
朝
が
独
立
し
て
存

在
す
る
諸
侯
や
外
臣
の
格
付
け
を
示
す
た
め
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
鏡
に
よ
る
格
付
け
あ
る
い
は
鏡
に
よ
る

階
層
秩
序
は
、
漢
王
朝
側
に
お
い
て
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

...I」．

ノ、

お
わ
り
に

彩
画
鏡
は
そ
の
形
態
や
縁
形
な
ど
か
ら
大
き
く
A
i
D
式
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
彩
画
鏡
A

・B
式
は
戦
国
時
代
後
半
期
、
彩

画
鏡
C

・D
式
は
前
漢
初
頭
の
前
二
世
紀
前
半
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彩
画
鏡
A

・B
式
は
戦
国
時
代
楚
国
に
お
い
て
前
四

世
紀
中
葉
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
戦
国
時
代
後
半
期
に
製
作
さ
れ
て
い
る
。
戦
国
時
代
前
半
期
を
主
体
と
す
る
こ
重
体
鏡
と
彩

画
鏡
の
技
術
基
盤
は
共
有
関
係
に
あ
り
、
そ
の
技
術
系
統
を
引
き
な
が
ら
二
重
体
鏡
に
代
わ
っ
て
同
一
の
工
房
な
い
し
同
系
統
の
工

房
に
お
い
て
彩
画
鏡
が
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
鏡
を
所
有
す
る
墓
主
は
、
大
夫
級
あ
る
い
は
大
夫
級
の
家

族
に
相
当
し
て
い
る
。
い
わ
ば
楚
国
に
お
け
る
階
層
上
位
者
が
所
有
し
た
鏡
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
る
。
彩
画
鏡
は
戦
国
鏡

に
お
い
て
も
一
種
の
格
付
け
を
有
す
る
鏡
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

彩
画
鏡
C

・D
式
は
、
作
鏡
様
式
と
し
て
は
華
北
の
作
鏡
様
式
と
楚
の
作
鏡
様
式
が
融
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
前
漢
初
頭
の
様
式

的
な
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
鏡
面
径
が
急
激
に
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
特
に
彩
画
鏡
D
式
に
お
い
て
は
前
漢
全
体
を
み
て
も

極
端
に
大
き
な
鏡
と
し
て
製
作
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
様
意
匠
も
人
物
車
馬
文
様
を
基
調
と
す
る
も
の
が
主
体
で
あ
り
、
こ
う
し

た
文
様
意
匠
は
楚
の
漆
器
文
様
の
流
れ
を
引
く
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
白
鶴
美
術
館
蔵
三
号
鏡
の
よ
う
に
、
彩
画
文
様

の
意
匠
が
華
北
の
細
地
文
鏡
の
流
れ
を
引
く
も
の
も
あ
り
、
華
北
の
作
鏡
様
式
と
楚
の
作
鏡
様
式
の
融
合
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
出
土
し
た
墓
葬
を
眺
め
れ
ば
、
南
越
王
墓
、
石
案
山
三
号
墓
、
三
雲
南
小
路
一
号
窪
棺
と
い
よ
う
に
、
漢
王
朝
の
外
臣



で
あ
る
王
や
地
域
首
長
に
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
鏡
が
比
較
的
階
層
上
位
者
の
墓
に
副
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ

る
。
し
か
も
南
越
王
墓
の
場
合
、
鏡
の
大
き
さ
と
、
墓
、
玉
、
墓
主
夫
人
、
奴
稗
と
い
う
階
層
関
係
と
相
関
し
て
い
る
事
実
が
判
明
し
、

所
有
す
る
鏡
の
大
き
さ
が
階
層
秩
序
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
前
漢
前
葉
に
急
激
に
大
型

化
す
る
彩
画
鏡
は
、
階
層
に
お
け
る
格
付
け
と
関
係
し
て
大
型
化
し
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
戦
国
時
代
の
彩
画
鏡

が
大
夫
級
の
階
層
上
位
者
の
格
付
け
に
対
応
し
て
い
た
鏡
で
あ
っ
た
の
が
、
そ
の
流
れ
を
引
く
彩
画
鏡
C

・D
式
段
階
に
さ
ら
に
大

型
化
す
る
こ
と
に
よ
り
よ
り
階
層
関
係
の
格
付
け
の
意
味
を
発
揮
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

彩
画
鏡
と
同
じ
人
物
文
様
を
基
本
と
す
る
画
像
鏡
も
前
二
世
紀
前
半
に
製
作
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
墓
主
が
宛
胸
侯
劉
執
で
あ
る

よ
う
に
、
諸
侯
級
の
階
層
上
位
者
の
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
帯
托
鏡
や
金
銀
錯
鏡
は
、
様
式
的
に
み
て
彩
画
鏡
C
・D

式
と
同
じ
前
二
世
紀
前
半
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
埋
葬
年
代
は
遅
れ
て
前
漢
中
葉
の
墓
で
あ
る
が
、
諸
侯
墓
で
あ
る
纏
侯
応

と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
江
蘇
省
漣
水
三
里
敢
に
は
帯
托
鏡
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
帯
托
鏡
は
お
そ
ら
く
戦
国
時
代
の
楚
の
二
重
体

鏡
の
技
術
的
な
基
盤
を
継
承
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
彩
画
鏡
と
同
じ
く
階
層
上
位
者
の
墓
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
興
味
深
い
。
ま
た
、
彩
画
鏡
C

・D
式
を
初
め
と
し
て
帯
托
鏡
や
金
銀
錯
鏡
な
ど
の
特
殊
な
鏡
は
ほ
ぼ
前
一
五

O
年
を
境
と

し
て
製
作
さ
れ
な
く
な
る
。
そ
し
て
次
第
に
草
葉
文
鏡
な
ど
を
介
し
て
漢
式
鏡
と
し
て
収
飲
し
て
い
く
。
で
は
、
こ
う
し
た
一
連
の

鏡
群
が
ど
う
し
て
前
二
世
紀
前
半
に
突
如
と
し
て
盛
ん
に
作
ら
れ
、
そ
の
後
ど
う
し
て
突
然
製
作
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
に
は
政
治
的
な
関
連
を
連
想
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
呉
楚
七
国
の
乱
を
境
と
し
て
生
ま
れ
た
漢
王
朝
の
支
配
形
態
の
変

異
が
関
連
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
呉
楚
七
国
の
乱
以
前
は
い
わ
ゆ
る
郡
国
制
が
し
か
れ
、
漢
帝
が
直
接
支
配
す
る
関
中
は
別
と

し
て
、
そ
の
外
縁
の
地
域
は
内
臣
で
あ
る
諸
侯
に
よ
っ
て
直
接
支
配
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
画
像
鏡
を
も
っ
宛
胸
侯
劉
執
は
こ
の
段

階
の
諸
侯
墓
で
あ
る
。
彩
画
鏡
C

・D
式
は
南
越
王
墓
、
石
案
山
三
号
墓
に
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
特
異
な
鏡
は
漢
王
朝
か
ら
配
布

さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
彩
画
鏡
D
式
は
西
安
市
紅
廟
披
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
彩
画
鏡
が
地
方
産
の
鏡
と

彩
画
鏡
の
変
遷
と
そ
の
意
義

一
八
七
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い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
漢
王
朝
が
意
図
し
て
集
中
的
に
製
作
さ
せ
た
鏡
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
こ
う
し
た
鏡
が
階
層
秩
序
と
関
連
し
て
い
る
と
い
う
分
析
結
果
は
、
漢
王
朝
が
意
図
し
た
階
層
秩
序
を
鏡
の
格
付
け
に
よ
っ
て

示
そ
う
と
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
特
殊
な
鏡
群
は
こ
う
し
た
階
層
秩
序
の
位
置
づ
け
の
た
め
に
漢
王
朝

側
か
ら
意
図
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
呉
楚
七
国
の
乱
以
後
の
漢
に
よ
る
実
質
的
な
中
央

集
権
的
な
支
配
体
系
の
中
で
は
、
こ
と
さ
ら
鏡
に
よ
る
階
層
秩
序
の
意
義
付
け
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
五
面
の
鏡
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
三
雲
南
小
路
一
号
饗
棺
は
、
彩
画
鏡
C
3
式
以
外
、
主
体
が
異
体
字
銘
帯
鏡
で
あ
り
、
主
体
の

鏡
の
年
代
は
紀
元
前
一
世
紀
前
半
の
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
鏡
が
伊
都
国
の
王
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
主
体
の
鏡
の
製
作
年
代

と
そ
う
年
代
を
経
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
に
主
体
の
鏡
よ
り
一
世
紀
近
く
古
い
鏡
を
含
め
て
伊
都
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
契
機

を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
三
雲
南
小
路
窪
棺
や
須
玖
岡
本
D
地
点
墓
の
よ
う
に
伊
都
国
や
奴
国
の
王
墓
に
副
葬
さ
れ
る
鏡
は
、
そ

の
鏡
の
枚
数
の
多
さ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
大
き
さ
に
意
味
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
話
。
鏡
の
大
き
さ
と
い
う
意
味
で
は

南
越
王
墓
の
階
層
関
係
と
鏡
の
大
き
さ
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
場
合
、
こ
う
し
た
鏡
の
大
き
さ
は
鏡
を
受
容
す

る
側
に
も
と
も
と
そ
の
意
志
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
供
給
側
に
そ
の
意
味
を
感
じ
て
い
た
の
か
に
問
題
が
存
在
し
よ
う
。
そ
う

し
た
点
か
ら
言
え
ば
、
年
代
的
に
古
い
鏡
で
あ
る
彩
画
鏡
C
3式
を
含
め
て
伊
都
国
に
送
っ
た
漢
王
朝
の
意
図
を
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
前
漢
前
葉
に
み
ら
れ
る
外
臣
に
対
し
て
漢
王
朝
が
大
き
さ
に
も
意
味
を
含
め
な
が
ら
彩
画
鏡
を
供
給
し
た
事
実
は
、
漢
王
朝

に
お
け
る
階
層
秩
序
の
格
付
け
が
存
在
し
た
と
考
え
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
呉
楚
七
国
の
乱
以
降
の
安
定
し
た
社
会
秩
序

を
形
成
し
た
武
帝
代
に
お
い
て
も
、
蛮
国
の
地
域
首
長
を
漢
王
朝
側
の
階
層
秩
序
に
応
じ
て
遇
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
が
三
雲
南
小
路
一
号
饗
棺
の
彩
画
鏡
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
漢
王
朝
側
の
鏡
の
階
層
秩
序
が
、
こ
の
後
の
我
が
国
の
鏡
に
よ
る
階

層
秩
序
の
原
型
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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中
山
理
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
柳
田
康
雄
、
九
州
歴
史

資
料
館
横
田
義
章
、
黒
川
古
文
化
研
究
所
西
村
俊
範
、
明
治
大
学
考
古
学
博
物
館
黒
沢
浩
、
出
光
美
術
館
弓
場
紀
知
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
美
術
館
豆
急

ω
g
p
冨
ミ
、
陳
西
省
考
古
研
究
所
韓
剣
、
西
安
市
文
物
保
護
考
古
所
王
長
君
（
以
上
敬
称
略
）
。

註（1
）
宮
本
一
夫
「
戦
国
鏡
の
編
年
」
『
古
代
文
化
』
第
四
二
巻
第
四
・
六
号
一
九
九

O
年

（2
）
鹿
川
守
「
春
秋
戦
国
時
代
の
透
彫
二
重
体
鏡
に
つ
い
て
」
『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
第
一
四
巻
一
九
九
八
年

（3
）
福
岡
県
教
育
委
員
会
『
三
雲
遺
蹟
南
小
路
地
区
編
』
（
『
福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
六
九
集
）
一
九
八
五
年

（4
）
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
『
江
陵
望
山
沙
塚
楚
墓
』
文
物
出
版
社
一
九
九
六
年

（5
）
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
『
江
陵
九
店
東
周
墓
』
科
学
出
版
社
一
九
九
五
年

（6
）
黒
川
古
文
化
研
究
所
『
古
鏡
図
鑑
』
便
利
堂
一
九
五
一
年

（7
）
京
都
国
立
博
物
館
難
波
洋
コ
了
宮
川
禎
一
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（8
）
湖
北
省
刑
沙
鉄
路
考
古
隊
『
包
山
楚
墓
』
文
物
出
版
社
一
九
九
一
年

（9
）
河
南
省
文
物
研
究
所
『
信
陽
楚
墓
』
文
物
出
版
社
一
九
八
六
年

（
日
）
前
掲
注
8
文
献

（
日
）
前
掲
注
4
文
献

（
ロ
）
前
掲
注
5
文
献

（
日
）
白
鶴
美
術
館
山
中
理
氏
の
ご
厚
意
で
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
白
鶴
美
術
館
蔵
の
彩
画
鏡
は
三
面
あ
る
が
、
そ
の
番
号
は
本
稿
に
お
い
て
任

意
に
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

彩
画
鏡
の
変
遷
と
そ
の
意
義

一
八
九



彩
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変
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意
義
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O

（M
）
村
上
英
二
『
開
明
堂
英
華
」
一
九
九
四
年

（
日
）
宮
本
一
夫
「
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ッ
プ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
戦
国
鏡
」
『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
第
一
七
巻
二

0
0
0年

（
日
）
後
に
述
べ
る
彩
画
鏡
C
1
式
と
C
2
式
は
、
縁
の
観
察
が
で
き
な
い
た
め
明
確
と
は
言
え
な
い
が
、
写
真
か
ら
判
断
す
る
と
縁
形
は
縁
E
類
の
可
能
性

が
あ
る

o
c－
－

C
2
式
鏡
は
縁
E
類、

C
3
式
鏡
は
縁
D
2
類
を
特
徴
と
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
口
）
梅
原
末
治
『
増
訂
洛
陽
金
村
古
墓
緊
英
』
小
林
出
版
部
一
九
四
四
年

（
日
）
李
学
勤
・
支
蘭
『
欧
州
所
蔵
中
国
青
銅
器
遺
珠
』
文
物
出
版
社
一
九
九
五
年

（
日
）
中
野
徹
「
中
国
青
銅
鏡
に
観
る
製
作
の
痕
跡
l
製
作
と
形
式
｜
」
『
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
・
久
保
惣
記
念
文
化
財
団
東
洋
美
術
研
究
所
紀
要
』

六
一
九
九
四
年

（
却
）
忠
昭
冨

5
2
E
え
旨
ニ
由
。
。
の
お
お
ミ
$

h・

s．3HPさ
も
同
尽
き
も
R
R
e（
吾
、

b
n
o
N
N
R
Hミ－

P
B
E品
開
0
・

（
幻
）
広
州
市
文
物
管
理
委
員
会
・
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
・
広
東
省
博
物
館
『
西
漢
南
越
王
墓
』
文
物
出
版
社
一
九
九
一
年

（
幻
）
田
津
金
吾
「
人
物
彩
画
鏡
に
就
て
」
『
国
華
』
第
四
九
編
第
五
冊
一
九
三
九
年

（
お
）
李
西
興
『
侠
西
青
銅
器
』
陳
西
人
民
出
版
社
一
九
九
四
年

（M
）
雲
南
省
博
物
館
『
雲
南
晋
寧
石
纂
山
古
墓
群
発
掘
報
告
』
文
物
出
版
社
一
九
五
九
年

（
お
）
出
光
美
術
館
『
出
光
美
術
館
蔵
品
図
録
中
国
の
工
芸
』
平
凡
社
一
九
八
九
年

（
お
）
明
治
大
学
考
古
学
博
物
館
『
明
治
大
学
考
古
学
博
物
館
蔵
品
図
録
こ
一
九
八
八
年

（
幻
）
湖
南
省
博
物
館
編
『
湖
南
出
土
銅
鏡
図
録
』
文
物
出
版
社
一
九
六

O
年

（
お
）
湖
北
省
刑
門
市
博
物
館
「
刑
門
郭
店
一
号
楚
墓
」
『
文
物
』
一
九
九
七
年
第
七
期

（
却
）
洛
陽
文
物
工
作
隊
『
洛
陽
出
土
文
物
集
粋
』
朝
華
出
版
社
一
九
九

O
年

（
却
）
湖
北
省
刑
州
地
区
博
物
館
『
江
陵
馬
山
一
号
楚
墓
』
文
物
出
版
社
一
九
八
五
年

（
但
）
前
掲
注
1
文
献

（
幻
）
李
銀
徳
・
孟
強
「
試
論
徐
州
出
土
西
漢
早
期
人
物
画
像
鏡
」
『
文
物
』
一
九
九
七
年
第
二
期

（
お
）
侠
西
省
考
古
研
究
所
・
始
皇
陵
秦
儒
坑
考
古
発
掘
隊
『
秦
始
皇
陵
兵
馬
伺
坑
一
号
坑
発
掘
報
告
一
九
七
四
ー
一
九
八
四
』
文
物
出
版
社

（M
）
前
掲
注
1
文
献

一
九
八
八
年



（お）
（お）

（幻）
（犯）

（却）
（刊）

（位）
（位）

（日）
（叫）

前
掲
注
目
文
献

岡
村
秀
典
「
前
漢
鏡
の
編
年
と
様
式
」
『
史
林
』
第
六
七
巻
第
五
号

全
洪
「
南
越
国
銅
鏡
論
述
」
『
考
古
学
報
』
一
九
九
八
年
第
三
期

前
掲
註
8
文
献

前
掲
註
9
文
献

前
掲
註
4
文
献

前
掲
註
4
文
献

前
掲
註
4
文
献

前
掲
註
5
文
献

俵
寛
司
「
古
式
銅
鼓
の
編
年
と
分
布
｜
へ

1
ゲ
ル

I
式
前
半
期
銅
鼓
の
動
態
と
意
味
l
」
『
日
本
中
国
考
古
学
会
会
報
』
第
五
号
一
九
九
五
年

俵
寛
司
「
濃
王
の
権
力
と
系
譜
｜
石
築
山
文
化
に
お
け
る
内
部
と
外
部
l
」
『
東
南
ア
ジ
ア
考
古
学
会
会
報
』
第
一
八
号
一
九
九
八
年

中
国
青
銅
器
全
集
編
集
委
員
会
編
『
中
国
青
銅
器
全
集
一
六
銅
鏡
』
文
物
出
版
社
一
九
九
八
年

前
掲
注
口
文
献

南
京
博
物
院
「
江
蘇
漣
水
三
里
撤
西
漢
墓
」
『
考
古
」
一
九
七
三
年
第
二
期

高
倉
洋
彰
「
前
漢
鏡
に
あ
ら
わ
れ
た
権
威
の
象
徴
性
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
五
五
集

岡
村
秀
典
『
三
角
縁
神
獣
鏡
の
時
代
』
吉
川
弘
文
館
－
九
九
九
年

一
九
八
四
年

（必）
（必）

（釘）
（必）

一
九
九
三
年

彩
画
鏡
の
変
遷
と
そ
の
意
義

九
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